
                                                               
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんのご協力で得られた募金をもとに、今年も宮城県の被災

地にクリスマスの贈りものを届けることができました。夏に訪問

できた気仙沼市鹿折地区、台風の浸水被害を受けた丸森町の方々

に向けて体を温めるものやバッグや文具入れなどの手作り品を

送りました。それぞれ大変うれしかったと電話や、感謝状をいただきました。 

東日本大震災で発足した委員会ですが、今まで支援物資を送った倉敷市真備町、熊本市の方々からも近

況を記した年賀状を頂きました。先輩らが支援した活動をこれからも繋いでいきたいと考えています。 

 

【贈り物の内訳】 ・カイロ 240  ・ヒートテック：シャツ 14・パンツ 8  

・WATER CRESS ハンドメイド：レッスンバッグ 6、デニムポーチ 13、デニムがま口 6、デニム巾着 3、 

ペットボトル入れ 7、ペンケース 6、ヘアアクセサリー等 

                                     

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

 

 

丸森町からは 

                                       丁寧な感謝状が 

                                       届きました!! 

                                       



                                       

                                       

                                       

 

 阪神淡路大震災から早くも 25 年経とうとしています。遠い昔のことではなく、「兵庫発」の経験と教訓

を次世代と国内外に発信するために、神戸新聞社では６つの提言を掲げ検証してきました。 

 

①市民主体の復興の仕組みを確立する ②防災省の設立を ③「防災」を必修科目に 

④住宅の耐震改修義務化を ⑤地域経済を支える多彩なメニューを ⑥ＢＯＳＡＩの知恵を世界と共有 

 

  

思えばこれらの提言は政治によるリーダーシップだけではなく、平安女学院中学校高等学校の教育にも

取り入れられてきました。「あの日を振り返りながら、防災への備えについての意識を高めたい！！」 

そんな思いで当時の様子を、被災地に実家を持つ末積優司先生に投稿していただきました。 

 
1995年 1月 17日早朝、これまで体験した事のない揺れで目覚めた。我が家の状況を確認し、情報を得

るためにテレビの前で釘付けになった。震源地が兵庫県南部と流れ、すぐに実家に連絡し無事を確認し

た。しかし、その後はアクセスが集中し電話はつながらなかった。刻々と入ってくる情報で、生まれ育っ

た街の見慣れた光景が、変わり果てた映像に絶句した。 

 出勤のため家を出たものの、マンションのエレベーターは動かなかった。学校で生徒の状態を確認し、

その日の仕事を終えると、実家のある神戸に向かった。水タンクやカセットボンベなど思いつくものを

買い込み、車に積んで向かったものの、大渋滞で着いたのは夜中だった。外灯も家の灯もない真っ暗街､

所々に倒壊した家、人の気配もなく、ゴーストタウンのようだった。 

 あれから 25年、復興により傷跡を残す光景はほとんどない。 

しかし、被害に遭い､家や街、家族や友を失った人たちの心にはまだまだ深い傷跡がある。 

 

 

あの時も…支援活動に取組んできた今井千和世先生にも、当時の様子を聞きました。 

 

早朝からテストの採点をしていた私は、娘たちの「お母さん」と言う叫びに「大丈夫」と答えながら、

ただ事ではないと言う予感でテレビのスイッチを入れた。刻々と被害の様子が知らされていくがまだあ

れほどの被害を予想できない状態のまま出勤した。教室の壁のひび割れを目にしながら､日を追うごとに、

親戚が被災した・叔母がなくなったなど生徒の声を聞く日々が続いた。支援物資を集める教職員。被災地

にバイクで支援物資を届ける教職員に混じりながら、避難所の体育館に出かけて、たこ焼きを焼くボラ

ンティアにクラスの生徒たちと出かけたのはあの日から 3 週間後であった。寒さの中に長い行列ができ

た。小さな子供が「もう一回並んでもいい」と問い返してきた時、堪えていた思いが思わず涙となってし

まい、作り笑いで涙を精一杯こらえたことが思い出される。 


